
家庭系ごみの一部有料化・戸別収集
制度の検証について

令和６年２月１３日（火）
市役所６階 第３委員会室

≪第１回 家庭系ごみ専門部会≫



議題

（１）家庭系ごみの一部有料化・戸別収集制度の
概要・効果

（２）検証内容の概要

（３）今後のスケジュール
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１ 家庭系ごみの一部有料化・戸別収集制度の概要・効果

（１）導入理由・背景

●高座清掃施設組合及び構成三市（海老名市・座間市・綾瀬市）
で策定している一般廃棄物処理基本計画の中で、令和３年度に
家庭系ごみと事業系ごみの年間焼却量約25,000ｔ（平成12
年度比で約26％減）を目標としていた。

●平成28年度時点で目標値から、約4,500ｔ乖離している。
家庭系ごみ排出量は、平成３１年度までに約1,500ｔ、事業
系ごみ排出量は、令和３年度までに約3,000ｔ減量する必要
がある。

●目標達成には、これまでの手法を継続するだけでは難しく、
さらに家庭系ごみの焼却量を減らすには、これまで以上に踏
み込んだ減量化策の実施が求められる。
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●また、組成分析の結果から燃やせるごみの中に約３割の資源
物が混入していることがわかった。分別の徹底により、燃や
せるごみの排出量を大幅に減らせる余地があるため、市民一
人一人の分別への動機付が働くごみの減量化策の検討が求め
られる。

●海老名市のごみ焼却量が増えてきた主な要因としては、まち
の賑わいや人口増加等の影響により、家庭系・事業系のごみ
量ともに増加してきたことが考えられる。
しかし、家庭系ごみに関しては、１人１日あたりの燃やせる
ごみ量が横ばいで推移していることから、人口増加の影響だ
けでなく、ごみ減量化策の効果が頭打ちになっている。

１ 家庭系ごみの一部有料化・戸別収集制度の概要・効果
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これらを受け、令和元年９月３０日から家庭系ごみ一部有料
化・戸別収集制度を開始した。



１ 家庭系ごみの一部有料化・戸別収集制度の概要・効果
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（２）目的
１ ごみの減量化

２ 負担の公平性の確保（排出量に応じた負担）

３ ごみ処理施設・地元への負担軽減

４ 環境負荷軽減

５ 財政負担の削減

６ 次世代への負担軽減

（３）有料化の対象品目・収集方法
対象品目 戸建住宅 集合住宅

燃やせるごみ
（生ごみ、汚れが取れない布類・紙類、
ゴム製品など）

戸別収集

集積所収集
燃やせないごみ
（陶磁器類、鏡類、ガラス類、硯・砥石・
磁石、飲食物以外のびん類）

集積所収集

１ 家庭系ごみの一部有料化・戸別収集制度の概要・効果
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（４）有料化の対象外品目

品目 理由

紙おむつ・尿取りパット 子育て・高齢者支援のため

落ち葉・雑草
人の意図に反して繁殖等する草
木は手数料徴収にそぐわない

資源物 資源化促進のため

清掃ごみ 公共の場の美化推進のため

１ 家庭系ごみの一部有料化・戸別収集制度の概要・効果
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（５）手数料（２円/ℓ）

袋１枚当たり価格 販売価格（10枚1組）

５ℓ 10円 100円

10ℓ 20円 200円

20ℓ 40円 400円

40ℓ 80円 800円

◆燃やせるごみ（オレンジ色）

◆燃やせないごみ（水色）

袋１枚当たり価格 販売価格（５枚1組）

５ℓ 10円 50円

10ℓ 20円 100円

20ℓ 40円 200円

40ℓ 80円 400円

１ 家庭系ごみの一部有料化・戸別収集制度の概要・効果
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◆手数料の算出方法

◆徴収方法

◆受益者負担率設定の根拠

ごみの減量効果が期待できる水準、市民の受容性、周辺市町村の料金水準
を参考として算出

指定収集袋を作成して手数料を賦課して販売

環境省作成の一般廃棄物処理有料化の手引きを参考に先進市や裁判例も
踏まえ、ごみ処理経費を算出

（５）手数料（２円/ℓ）

１ 家庭系ごみの一部有料化・戸別収集制度の概要・効果
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（６）減免対象制度

１ 生活保護受給者世帯

２ 児童扶養手当受給世帯

３ 特別児童扶養手当受給世帯

４ ひとり親家庭等医療費助成世帯

５ 障がい者手帳所持（身体１級・２級、精神１級）かつ非課税世帯

６ 療育手帳所持（Ａ１又はＡ２)かつ非課税世帯

◆減免対象世帯

◆配布数

世帯人数１人あたり１０ℓ袋１１０枚に相当する量（１年間分）

◆配布方法
ゆうパックによる郵送、窓口配布等

１ 家庭系ごみの一部有料化・戸別収集制度の概要・効果
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（７）戸別収集 （「燃やせるごみ」「落ち葉、雑草」「紙おむつ」）

１ 排出者責任の明確化によるごみの減量化

２ 分別違反に対する個別指導の促進

３ 高齢者等の見守り、ごみ出し負担軽減

４ ごみ集積所諸問題の解決

５ 地域の防犯機能向上

６ まちの美観向上

７ 高齢者等の雇用創出

８ 有料化との併用実施によりごみ減量の相乗効果

◆戸別収集の効果

１ 家庭系ごみの一部有料化・戸別収集制度の概要・効果

◆ごみの出し方

戸建て：道路に面した敷地内
集合住宅：集合住宅敷地内のごみ集積所
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◆家庭系ごみ搬入量
平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度

燃やせるごみ 19,647ｔ 18,466ｔ 17,284ｔ 17,080ｔ 17,016ｔ

資源物 9,615ｔ 10,228ｔ 10,386ｔ 10,201ｔ 9,837ｔ
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１ 家庭系ごみの一部有料化・戸別収集制度の概要・効果
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◆導入前後の一人一日あたりの家庭系可燃ごみ搬入量
平成30年度
132,641人

令和元年度
133,706人

令和２年度
136,516人

令和３年度
137,303人

令和４年度
139,387人
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１ 家庭系ごみの一部有料化・戸別収集制度の概要・効果
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◆経費
≪有料化・戸別収集事業費に係る歳出と歳入の比較≫

148,627,430円

265,953,415円

243,899,853円
254,164,276円

176,851,500円

216,543,000円 215,315,600円 208,870,500円
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１ 家庭系ごみの一部有料化・戸別収集制度の概要・効果
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◆経費
≪歳出の内訳（令和元年度）≫

燃やせるごみ収集運搬委託

74,809,502円

指定収集袋作製費

41,158,102円

指定収集袋販売手数料

15,491,285円

指定収集袋取扱等業務委託費

15,234,000円

その他

1,934,541円

１ 家庭系ごみの一部有料化・戸別収集制度の概要・効果
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◆経費
≪歳出の内訳（令和２年度）≫

燃やせるごみ収集運搬委託

156,474,008円
指定収集袋作製費

65,879,675円

指定収集袋販売手数料

19,055,784円

指定収集袋取扱等業務委託費

23,295,888円

その他

1,248,060円

１ 家庭系ごみの一部有料化・戸別収集制度の概要・効果
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◆経費
≪歳出の内訳（令和３年度）≫

燃やせるごみ収集運搬委託

152,901,017円
指定収集袋作製費

48,754,744円

指定収集袋販売手数料

18,948,204円

指定収集袋取扱等業務委託費

23,295,888円

１ 家庭系ごみの一部有料化・戸別収集制度の概要・効果
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◆経費
≪歳出の内訳（令和４年度）≫

燃やせるごみ収集運搬委託

152,539,779円指定収集袋作製費

57,579,405円

指定収集袋販売手数料

18,380,604円

指定収集袋取扱等業務委託費

25,619,088円

その他

45,400円

１ 家庭系ごみの一部有料化・戸別収集制度の概要・効果
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◆指定収集袋負担額（４人世帯の場合）
【前提条件（令和４年度実施アンケート結果より）】
・４人世帯で最も使用されているサイズ…２０ℓ
・排出１回の使用枚数…１枚
・排出頻度…２回/週

月の負担額で計算すると、320円/月となる

●有料化開始前の説明会の際は、５６０円負担することを想定していた。
（※１回の収集で約３５ℓと想定）

●しかし、実際の排出状況から計算すると、２４０円減額していることが
わかった。

１ 家庭系ごみの一部有料化・戸別収集制度の概要・効果
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◆不法投棄対策
≪集積所の一斉調査（令和２年度から毎年度実施）≫
事前に集積所をピックアップし、その後現場確認をする。

令和２年度 令和３年度 令和４年度

集積所数 ８０ ３０ ６８

≪集積所のパトロール≫
集積所に排出された粗大ごみの回収を行ったり、
不法投棄や管理が行き届いていない集積所に不定期に

パトロールを行っている。

１ 家庭系ごみの一部有料化・戸別収集制度の概要・効果
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◆不法投棄対策
≪市民の集積所維持管理に関する義務の明文化（令和４年４月施行）≫
市内のごみ集積所において、清潔が保てないなどの維持管理が十分にで
きていないごみ集積所が存在しており、上記のようにその改善対応を
行っている。
しかし、十分な改善がなされない集積所も存在し、市によるごみ収集に
困難が生じている現状にあったため、規則に明文化し、明確な根拠の下
に対応を行うため、規則を一部改正及び適正な手順で指導するために作
成した。

１ 家庭系ごみの一部有料化・戸別収集制度の概要・効果
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◆附帯決議事項評価の実施

２ 検証内容の概要

内容 評価

１
戸別収収集における各家庭の集積場所など個別の対応も含め、周知を
徹底すること。

◎

2
家庭系ごみだけでなく、事業系ごみについても、減量化対策を強化す
ること。

○

３
同時期に実施予定の消費税増税による負担増に対して、家庭系ごみ指
定収集袋の無料配布など様々な手法を検討し、対策を講じること。

◎

４ 導入後も適宜効果を検証し施策の見直しを行うこと。 ○

５ 不法投棄対策の強化を行うこと。 ◎

６ 外国人居住者等への丁寧な対応を行うこと。 ◎

７
集積所が設置されていない小規模な集合住宅への集積所の設置支援と
指導の徹底を行うこと。

○
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◆附帯決議事項評価の実施

内容 評価

８
大規模集合住宅に対して、ごみ減量化を更に推進した場合の支援など
対応を検討すること。

◎

９ 高齢者及び障害者の雇用等に関しては、適性に応じた形で進めること。◎

10
民間業者との連携をする際は、市内事業者に対して十分な配慮を行う
こと。

◎

11
実施当初において示される予算規模の中での実施とし、今後は歳出の
削減を行うこと。

○

12
座間市及び綾瀬市に対して更なるごみの減量化を求めるとともに、有
料化の導入を促すこと。

○

２ 検証内容の概要
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項目 内容

指定収集袋 手数料

新しいサイズの追加検討

素材の利用性とコストを踏まえて検討

燃やせるごみ・燃やせないごみ共通袋の検討

販売方法の検討

有料化品目 燃やせないごみ、無料の品目の検討

戸別収集 燃やせるごみ戸別収集制度の継続、資源物隔週収集

資源物 新たな資源化手法、資源物の収集方法などの検討

減免対象制度 対象世帯、配布枚数などの検討

支援制度 生ごみ処理機購入補助、集合住宅・高齢者等支援

◆検証内容

２ 検証内容の概要
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３ 今後のスケジュール

令和６年９月までに検証を実施する予定。実施月についても現時点での月に
なりますが、専門部会は最大５回実施する予定。
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日付 会議 内容

令和６年２月１日 環境審議会 諮問

令和６年２月１３日 家庭系ごみ専門部会（第１回）
家庭系ごみ一部有料化・
戸別収集概要、効果

令和６年４月 家庭系ごみ専門部会（第２回）
附帯決議事項評価、指定
収集袋、有料化品目

令和６年５月 家庭系ごみ専門部会（第３回）
戸別収集、資源物、減免
対象制度、支援制度

令和６年６月 家庭系ごみ専門部会（第４回） 第１回～第３回の総括

令和６年７月 家庭系ごみ専門部会（第５回） ※予備

令和６年８月 環境審議会 答申
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